管理職は名役者たれ！１．会社の経営理念、方針、計画を忠実に守ることで、社長（役員）の分身になり切っているか？
　　　→ごく簡単に言うと、社長の右腕になっているかということ。
２．一般従業員の意識を捨て去り管理監督職としての意識に徹しているか？
　　　→ごく簡単に言うと会社側の立場の人間になっているかということ。
３．単なる批判ではなく建設的な意見を出し、率先して実行しているか？
　　　→一般社員ではないのだから文句があるなら良い対案を出せ、ということ。
４．経営に関する数字を頭に叩き込み、数字で話せるようになっているか？
　　　→だだ何となくではなく、きちんとエビデンスを持っているかということ。
５．改善・改革に前向きか？　過去はこうだったとこだわっていないか？
　　　→時代のスピードが速い。過去の成功体験だけではダメ。
６．部下を圧倒する知識、技術、経験がある
　　　→名選手でなくとも名コーチになるが、中小企業は部下を圧倒する何かが要る。
７．心身ともに健康か？　いつもプラスの言葉か？
　　　→やはり健康第一、体調が悪いとマイナス思考、弱気思考になり、悪いオーラを出す。
８．時間で仕事をせず、責任や役割で仕事をしているか？
　　　→長い時間働いても何ら評価対象にはならない。会社を良くする成果がすべて。
９．自分に厳しい勉強家であるか？
　　　→他人には優しいが自分には厳しく勉強熱心な姿が部下に人間力を感じさせる。
１０．高い倫理観があるか？
　　　→管理職は一般社員よりも１、２段高い倫理ハードルを設けておく必要がある。
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少なくとも社内では　　　　　　　　　　　　　　　　
良い管理職像を演じよ！！
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